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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線硬化性ゲルインク平坦化方法であって、
　放射線硬化性ゲルインク画像を形成するために印字ヘッドから直接に前記放射線硬化性
ゲルインクを基材上に噴射すること、及び
　前記基材上に噴射された前記放射線硬化性ゲルインクを、金属酸化物を含む接触表面を
有する接触部材と直接接触させること、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記接触部材の前記表面が二酸化チタンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記放射線硬化性インクの粘度を増加させるために前記ゲルインクにＵＶ放射を作用さ
せることをさらに含み、該インクはＵＶ硬化性である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記インクを前記接触部材と接触させることの前に、前記ゲルインクにＵＶ放射を作用
させることをさらに含み、該インクはＵＶ硬化性である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記接触部材の前記表面が酸化クロムを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記接触させることが、前記接触部材を用いて前記インクに圧力をかけることにより、
前記噴射されたゲルインクを平坦化することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ゲルインクを前記接触部材と接触させることの前に、前記接触部材の表面に水性の
犠牲剥離流体を添加することをさらに含み、該水性の犠牲剥離流体は界面活性剤及び高分
子化合物の少なくとも一方を含み、前記接触部材の前記表面は親水性である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ゲルインクを硬化させるために前記平坦化されたゲルインクにＵＶ光を放射するこ
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とをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ゲルインクが直接に基材上に噴射された後、該ゲルインクを最終的に硬化させる前に、
基材上のゲルインクと接触する接触表面を有する接触部材を含み、前記接触表面は金属酸
化物を含む、
　放射線硬化性ゲルインク平坦化装置。
【請求項１０】
　前記金属酸化物が二酸化チタンを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記金属酸化物が酸化クロムを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　放射線源をさらに含む、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　印刷プロセスにおいて前記接触部材が前記基材上の前記ゲルインクと接触する前に、噴
射されたゲルインクの粘度を増加させるように構成された第１の放射線源と、
　印刷プロセスにおいて前記接触部材が前記基材上の前記ゲルインクと接触した後に、前
記ゲルインクを硬化させるように構成された第２の放射線源と、をさらに含む、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記放射線源は、前記接触部材が前記ゲルインクと接触する前に、前記ゲルインクを照
射するように構成されている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記放射線源は、前記ゲルインクにＵＶ放射を作用させるように構成されており、該イ
ンクはＵＶ硬化性である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　インクジェット印字ヘッドをさらに含み、該印字ヘッドは、前記ゲルインクを直接に前
記基材上に噴射するように構成されている、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１７】
　放射線硬化性ゲルインクを基材に直接デジタル印刷するシステムであって、
　ゲルインク画像を形成するために放射線硬化性ゲルインクを直接に基材上に噴射するよ
うに構成されているインクジェット印字ヘッドと、
　平坦化装置であって、該平坦化装置は接触部材を含み、該接触部材は前記基材上の前記
ゲルインクと接触するように構成され、該接触部材は親水性の接触表面を含み、該接触表
面は金属酸化物を含む、前記平坦化装置と、
　前記接触表面が前記ゲルインクと接触する前に、水性の剥離流体を前記接触表面に添加
する、犠牲剥離流体システムと、
を含む、前記システム。
【請求項１８】
　前記接触部材が前記ゲルインクと接触した後に、前記ゲルインクを硬化させるように構
成されているＵＶ源をさらに含み、該ゲルインクはＵＶ硬化性である、
　請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記接触部材が前記ゲルインクと接触する前に、前記ゲルインクにＵＶ放射を作用させ
るように構成されているＵＶ源をさらに含む、
　請求項１７に記載のシステム。
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